
 添付資料 ２  施設配置等の変遷（参考）  

 

焼却施設建設開始時において、粗大施設はあくまで「建設予定」であったことから、焼却

施設の図面類に示されている粗大施設関係の構造物は位置・寸法等が正確ではない。そのた

め、施設配置図面を確認する際は留意が必要である。 

 

施設の稼働・整備等に関する変遷 

昭和 62年７月 ■焼却施設 建設工事開始 

平成元年７月 ■粗大施設 建設工事開始 

平成２年４月 ■焼却施設及び粗大施設 稼働開始  配置図１-１及び１-２  

・稼働後間もなくプラットホーム前面のスペースに屋根を増設した。 

平成 13年 4 月 ■リサイクルプラザ 稼働開始    配置図２  

・焼却施設に付属する既設洗車場 2 箇所を撤去し、そのうち自動洗車

機部分（既設計量機 2 台に近接する部分）に 3 台目の計量機を増設

した。。 

平成 16年 4 月 ■RDF 製造施設 稼働開始 

・RDF製造施設の建設工事において、焼却施設に付属する既設車庫棟を

撤去して敷地進入路を再整備（位置及び線形の変更と擁壁の設置）し

た。また、焼却施設及び粗大施設の工場棟から RDF製造施設工場棟へ

可燃物を移送するための RDF 移送コンベヤ類を設置したほか、焼却

施設及び粗大施設に以下の改造を実施した。 

【焼却施設】 

ごみホッパに投入した可燃ごみを RDF 移送コンベヤ類へ搬送する

ためのコンベヤを設置した。 

【粗大施設】 

処理フローを見直し、アルミ選別機及び 2 台目の磁選機を設置し

た上で、可燃性の破砕選別残渣を RDF 移送コンベヤ類へ搬送する

コンベヤを設置した。 

■焼却施設 稼働停止（焼却処理を停止し、可燃ごみの受入は継続） 

平成 31年 4 月 ■はつかいちエネルギークリーンセンター 稼働開始 

（廿日市市木材港南 12-8に本市が新設したごみ焼却施設） 

 

■RDF 製造施設 稼働停止 

■焼却施設での可燃ごみの受入停止 

■粗大施設 稼働停止 

現在は焼却施設及び粗大施設のプラットホーム部分を保管施設として

使用しており、既設計量機にて保管施設への搬入出の計量を行ってい

る。また、本施設北側に RC 製・CB製等のヤードを整備しドラム缶等の

保管に使用している。   配置図３  

 

 



テキストボックス
【配置図１－１】（焼却施設-竣工図）
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テキストボックス
・粗大施設部分は「予定地」と記載されており、
　工場棟北側周辺も含め現状と異なる図となっている。
・



テキストボックス
【配置図１－２】（粗大施設-竣工図）

テキストボックス
・焼却施設竣工図には描かれていなかった粗大施設　　工場棟の図及び敷地北側の外構等が描かれている。
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テキストボックス
【配置図２】（リサイクルプラザ-竣工図）

テキストボックス
・焼却施設及び粗大施設の洗車場（２箇所）はリサイクルプラザ　　整備時に撤去され、手動洗車機部分には駐車場、自動洗車機部　　分にはリサイクルプラザ用として３台目の計量機が増設された。
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テキストボックス
・RDF製造施設（ごみ固形燃料化施設）建設時に、焼却施設及び粗大施設　　工場棟からRDF製造施設に可燃物を移送するコンベヤ類が設置された。
・RDF製造施設建設時に、焼却施設に付属する車庫棟は撤去され、敷地内　　進入路の付け直しが行われている。
・焼却施設及び粗大施設プラットホーム前面に屋根が増設されている　　　（施設竣工後から数年の間に整備）。
・粗大施設北側に設置されていたストックヤード２区画に加えてRC製　　　及びCB製のストックヤードが増設されている。
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【配置図３】（RDF製造施設整備後～現況）




